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市
内
歴
史
的
風
致
維
持
を

向
上
さ
せ
る
為
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
を
活
用
し
、
国
庫

補
助
を
受
け
、
細
か
く
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
は

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
都
市
計
画
部
長
　
こ
れ
ま

で
も
本
市
で
は
文
化
財
の
保

存
や
歴
史
的
環
境
の
整
備
等

に
取
り
組
み
、
歴
史
的
文
化

都
市
、
観
光
都
市
と
し
て
全

国
的
に
注
目
を
集
め
て
き
た
。

歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
の

た
め
の
総
合
的
な
支
援
事
業

を
も
つ
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
」
制
定
は
、
大
変
意
義
深

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は

先
進
市
の
事
例
を
調
査
、
研

究
す
る
と
共
に
、
関
連
事
業

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

関
係
課
と
の
連
携
を
強
化
し
、

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

の
策
定
に
向
け
て
積
極
的
に

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
市
民
の
健
康
を
守
る
施
策

　
歴
史
的
風
致
維
持
の
向
上

質問 質問

問答
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市
民
か
ら
の
電
話
な
ど
の

問
い
合
せ
に
対
し
て
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
一
括
し
て
対
応

す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
市
民
対
応
の
改
善
と

業
務
効
率
化
を
高
め
よ
。

　
総
合
政
策
部
長
　
定
額
給

付
金
給
付
事
業
で
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
た
際
、
休

日
等
を
含
む
数
多
く
の
問
合

せ
に
迅
速
に
対
応
し
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
応
対
へ
の
苦
情

も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
事
務
の

効
率
化
に
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。
自
治
体
業

務
全
般
に
関
わ
る
諸
手
続
や

諸
制
度
へ
の
応
対
を
目
的
と

し
て
、
中
核
市
等
で
設
置
が

進
ん
で
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

他
市
の
効
果
や
課
題
を
更
に

研
究
し
、
本
市
に
合
う
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
可
能

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
川
越
駅
南
大
塚
線
の
進
捗

質問 質問

問答

公
明
党
　 

石
　
川
　
隆
　
二

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
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私
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
社
会
科
の
歴
史
の

授
業
の
中
で
、
昭
和
以
降
の

時
代
の
授
業
ス
ピ
ー
ド
が
早

く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

学
習
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
川
口
議

員
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
だ
が
、
歴
史

の
学
習
で
は
こ
の
時
代
の
学

習
が
不
十
分
で
は
な
い
か
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
か
と
思

う
。

　
学
校
の
教
育
活
動
は
、
学

校
・
地
域
や
児
童
生
徒
の
実

態
等
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た

指
導
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
指
摘
い

た
だ
い
た
こ
と
も
参
考
に
、

各
学
校
で
の
適
切
な
指
導
計

画
の
作
成
や
指
導
方
法
の
改

善
等
に
つ
い
て
、
学
校
訪
問

等
を
と
お
し
て
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
川
越
市
の
平
和
施
策

質問

問答
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あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り
児
童

園
は
、
建
物
の
狭
隘
化
を
は

じ
め
課
題
が
多
く
、
利
用
者

に
苦
労
を
か
け
て
い
る
。
視

察
後
の
市
長
の
両
施
設
に
対

す
る
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
障
害
を
持
つ
お
子

さ
ん
の
保
護
者
は
精
神
面
、

経
済
面
で
大
き
な
負
担
を
抱

え
て
い
る
。
少
し
で
も
こ
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
は

行
政
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

両
施
設
は
昭
和
五
十
八
年
度

新
設
で
、
機
能
訓
練
等
利
用

者
が
増
え
、
徐
々
に
狭
隘
化

が
進
み
、
十
分
な
訓
練
が
受

け
ら
れ
な
い
と
の
意
見
も
あ

る
。
過
去
に
は
ひ
か
り
児
童

園
の
認
可
化
や
サ
ー
ビ
ス
充

実
の
請
願
も
あ
り
、
今
後
、

利
用
者
の
要
望
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
早
期
の
整
備
に
向

け
検
討
を
進
め
た
い
。

　
経
費
削
減
と
環
境
対
策

　
市
立
診
療
所

　
あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り

質問 質問 質問

問答
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障
害
の
特
性
に
関
す
る
正

し
い
理
解
や
障
害
者
権
利
条

約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
合
理

的
配
慮
で
、
障
害
者
の
就
労

が
大
き
く
前
進
す
る
と
思
う

が
、
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
副
市
長
　
障
害
者
の
就
労

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
は
、

障
害
者
や
障
害
の
特
性
に
関

す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ

た
り
、
障
害
者
が
仕
事
を
す

る
上
で
様
々
な
バ
リ
ア
ー
が

あ
っ
た
り
す
る
。
障
害
者
や

障
害
の
特
性
に
関
す
る
理
解

を
深
め
、
合
理
的
配
慮
で
バ

リ
ア
ー
を
取
り
除
け
ば
、
障

害
者
の
就
労
が
促
進
さ
れ
る

と
考
え
る
。
今
後
、
条
約
批

准
に
向
け
た
国
の
動
き
を
注

視
し
つ
つ
、
障
害
者
や
障
害

の
特
性
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
や
合
理
的
配
慮
の

理
解
を
進
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

雇
用
を
含
め
、
障
害
者
の
就

労
が
進
む
よ
う
考
え
た
い
。

　
障
害
者
の
就
労
支
援
等

質問

問答
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中
学
で
の
学
校
生
活
や
学

習
の
基
礎
を
築
く
小
学
６
年

時
の
一
年
間
は
と
て
も
重
要

だ
。
よ
り
行
き
届
い
た
教
育

が
行
え
る
よ
う
少
人
数
学
級

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校

の
高
学
年
に
お
い
て
は
、
各

学
級
で
学
習
面
や
生
活
面
、

人
間
関
係
づ
く
り
に
お
い
て
、

個
別
指
導
や
配
慮
を
要
す
る

児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た

め
に
も
、
小
学
校
６
学
年
に

対
し
て
、
人
的
配
置
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
一
人
一
人
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る

よ
う
、
少
人
数
学
級
編
制
の

拡
大
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
、

効
果
的
な
少
人
数
指
導
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
川
越
市
の
平
和
施
策

　
一
貫
教
育
と
教
育
環
境

質問 質問

問答
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市
長
は
選
挙
公
約
で
新
斎

場
の
建
設
を
う
た
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
建
設
に
関
す
る

市
長
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
市
長
　
各
地
区
で
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、
市

民
の
方
か
ら
新
斎
場
建
設
に

関
す
る
声
を
度
々
頂
い
て
い

る
。
進
ん
で
い
く
高
齢
化
社

会
の
中
で
、
現
状
の
火
葬
炉

だ
け
で
は
不
十
分
に
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
現
在

の
斎
場
は
老
朽
化
も
著
し
く
、

告
別
室
が
な
い
こ
と
や
、
収

骨
室
が
個
室
化
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
機
能
面
で
も
課
題

が
あ
る
。
新
斎
場
建
設
に
は
、

様
々
な
課
題
も
あ
り
、
時
間

も
か
か
る
が
、
で
き
る
限
り

速
や
か
に
建
設
す
る
考
え
で

い
る
。
ま
た
、
広
域
斎
場
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
新
斎
場
の
建
設

質問

問答
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川
越
市
に
は
、
出
張
所
管

内
十
一
の
全
支
会
に
そ
れ
ぞ

れ
公
民
館
等
の
活
動
拠
点
が

あ
る
が
、
本
庁
管
内
十
一
の

各
支
会
に
も
要
望
す
れ
ば
拠

点
を
作
れ
る
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
地
域
活
動
の
推
進

や
そ
の
活
動
の
た
め
の
施
設

の
充
実
に
関
し
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
重
要
な
施
策

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
本
庁
管
内
の
各
支
会
そ

れ
ぞ
れ
に
、
新
た
に
一
箇
所

ず
つ
の
活
動
拠
点
を
整
備
す

る
と
な
る
と
、
新
築
を
す
る

場
合
に
も
借
用
す
る
場
合
に

も
、
費
用
や
場
所
の
選
定
な

ど
の
点
で
、
様
々
な
課
題
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
地
域
活
動
を
推
進
し

て
い
く
上
で
の
課
題
の
一
つ

と
認
識
し
て
、
今
後
の
研
究

課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
高
齢
社
会
の
地
域
活
動

質問

問答

啓
政
会
　 

荻
　
窪
　
一
　
郎

本
庁
管
内
に
地
域
活
動
拠
点
を 18

　
家
庭
に
お
け
る
家
具
等
の

転
倒
防
止
器
具
や
、
家
庭
用

火
災
警
報
器
等
の
設
置
に
つ

い
て
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
地
震
や
火
災
に
備

え
て
家
具
の
転
倒
防
止
措
置

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
災
害
対
策

と
し
て
大
変
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
。
現
在
、
一
定
の
高

齢
者
や
重
度
障
害
者
の
方
へ

の
購
入
支
援
は
あ
る
が
、
そ

の
他
の
方
に
は
支
援
等
は
無

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯

で
、
自
ら
家
具
等
の
転
倒
防

止
器
具
等
の
取
り
付
け
が
で

き
な
い
方
も
い
る
の
で
、
今

後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
か
検
討
し
た
い
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
保
育
園
待
機
児
童
の
対
応

　
生
活
保
護
世
帯
へ
の
対
応

　
防
災
対
策

質問 質問 質問 質問

問答

啓
政
会
　 

松
　
井
　
釜
太
郎

新
斎
場
建
設
の
市
長
の
考
え
方
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高
階
ま
ち
づ
く
り
の
事
業

推
進
の
中
で
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
新
河
岸
駅
周
辺
の
整

備
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
進

め
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
都
市
計
画
部
長
　
安
全
な

通
勤
通
学
路
や
市
内
循
環
バ

ス
の
駅
前
ア
ク
セ
ス
を
確
保

し
て
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ

る
為
、
二
十
七
年
度
を
目
標

に
東
西
の
駅
前
通
り
や
寺
尾

大
仙
波
線
の
県
道
今
福
木
野

目
線
ま
で
の
三
百
ｍ
区
間
等
、

地
区
の
骨
格
と
な
る
道
路
の

整
備
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

駅
の
東
西
に
は
各
三
千
m2
程

の
駅
前
広
場
整
備
を
考
え
て

い
る
。
東
西
駅
前
広
場
を
結

ぶ
自
由
通
路
は
、
整
備
に
向

け
て
東
武
鉄
道
と
協
議
中
で

あ
る
。
今
後
は
関
係
地
権
者

等
と
対
話
を
重
ね
、
協
働
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
職
員
の
人
材
育
成
・
活
用

　
電
子
自
治
体
の
推
進

　
高
階
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

質問 質問 質問

問答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

新
河
岸
駅
周
辺
の
整
備
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長
期
任
期
や
兼
職
を
防
ぐ

た
め
に
も
審
議
会
等
の
デ
ー

タ
管
理
を
一
元
化
し
、
兼
職

で
き
る
審
議
会
等
の
数
や
任

期
に
も
制
限
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
で
き
る
だ
け
多
く

の
階
層
、
広
い
分
野
か
ら
委

員
を
選
出
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
、
公
募
枠
の
設

定
や
市
内
連
携
大
学
へ
の
推

薦
依
頼
等
、
選
任
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
が
、
事
業
分

野
に
よ
っ
て
は
特
定
団
体
へ

の
推
薦
依
頼
や
特
定
個
人
へ

の
就
任
依
頼
等
の
偏
り
が
出

て
し
ま
い
が
ち
な
の
も
事
実

で
あ
る
。
今
後
は
一
人
の
委

員
の
複
数
委
員
就
任
や
就
任

し
続
け
ら
れ
る
期
数
の
チ
ェ

ッ
ク
が
可
能
と
な
る
管
理
デ

ー
タ
を
作
成
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
、
早
急
に
事
務
を
進

め
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
女
性
の
登
用

　
各
種
審
議
会

質問 質問

問答

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

24
期
、
48
年
は
長
す
ぎ
な
い
か 20

　
予
防
医
学
そ
し
て
健
康
増

進
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
が

重
症
化
し
や
す
い
肺
炎
を
予

防
す
る
た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に
対
す

る
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
※
市
長
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
の
目
的
と

背
景
は
高
齢
化
率
が
高
く
、

高
齢
者
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡

が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者

の
肺
炎
を
予
防
し
医
療
費
の

削
減
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

全
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

国
の
情
報
等
や
既
に
助
成
を

し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
医

療
費
抑
制
の
効
果
等
を
見
極

め
、
公
費
助
成
の
財
政
面
の

課
題
等
に
つ
い
て
更
に
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
予
防

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

質問 質問

問答

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
対
策

22

得
　 

橋
　
　
　
剛

小
６
へ
の
少
人
数
学
級
の
実
施

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

牛
　
窪
　
多
喜
男

障
害
者
就
労
支
援
、
雇
用
安
定

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
活
用

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

明
る
く
安
全
な
新
し
い
児
童
園

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

学
校
教
育
の
中
で
の
平
和
学
習

公
明
党
　 

清
　
水
　
京
　
子

各
家
庭
に
防
災
器
具
の
支
援
を
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市
内
歴
史
的
風
致
維
持
を

向
上
さ
せ
る
為
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
を
活
用
し
、
国
庫

補
助
を
受
け
、
細
か
く
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
は

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
都
市
計
画
部
長
　
こ
れ
ま

で
も
本
市
で
は
文
化
財
の
保

存
や
歴
史
的
環
境
の
整
備
等

に
取
り
組
み
、
歴
史
的
文
化

都
市
、
観
光
都
市
と
し
て
全

国
的
に
注
目
を
集
め
て
き
た
。

歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
の

た
め
の
総
合
的
な
支
援
事
業

を
も
つ
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
」
制
定
は
、
大
変
意
義
深

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は

先
進
市
の
事
例
を
調
査
、
研

究
す
る
と
共
に
、
関
連
事
業

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

関
係
課
と
の
連
携
を
強
化
し
、

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

の
策
定
に
向
け
て
積
極
的
に

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
市
民
の
健
康
を
守
る
施
策

　
歴
史
的
風
致
維
持
の
向
上

質問 質問

問答

13

　
市
民
か
ら
の
電
話
な
ど
の

問
い
合
せ
に
対
し
て
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
一
括
し
て
対
応

す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
市
民
対
応
の
改
善
と

業
務
効
率
化
を
高
め
よ
。

　
総
合
政
策
部
長
　
定
額
給

付
金
給
付
事
業
で
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
た
際
、
休

日
等
を
含
む
数
多
く
の
問
合

せ
に
迅
速
に
対
応
し
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
応
対
へ
の
苦
情

も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
事
務
の

効
率
化
に
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。
自
治
体
業

務
全
般
に
関
わ
る
諸
手
続
や

諸
制
度
へ
の
応
対
を
目
的
と

し
て
、
中
核
市
等
で
設
置
が

進
ん
で
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

他
市
の
効
果
や
課
題
を
更
に

研
究
し
、
本
市
に
合
う
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
可
能

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
川
越
駅
南
大
塚
線
の
進
捗

質問 質問

問答

公
明
党
　 

石
　
川
　
隆
　
二

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

15

　
私
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
社
会
科
の
歴
史
の

授
業
の
中
で
、
昭
和
以
降
の

時
代
の
授
業
ス
ピ
ー
ド
が
早

く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

学
習
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
川
口
議

員
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
だ
が
、
歴
史

の
学
習
で
は
こ
の
時
代
の
学

習
が
不
十
分
で
は
な
い
か
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
か
と
思

う
。

　
学
校
の
教
育
活
動
は
、
学

校
・
地
域
や
児
童
生
徒
の
実

態
等
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た

指
導
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
指
摘
い

た
だ
い
た
こ
と
も
参
考
に
、

各
学
校
で
の
適
切
な
指
導
計

画
の
作
成
や
指
導
方
法
の
改

善
等
に
つ
い
て
、
学
校
訪
問

等
を
と
お
し
て
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
川
越
市
の
平
和
施
策

質問

問答

17

　
あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り
児
童

園
は
、
建
物
の
狭
隘
化
を
は

じ
め
課
題
が
多
く
、
利
用
者

に
苦
労
を
か
け
て
い
る
。
視

察
後
の
市
長
の
両
施
設
に
対

す
る
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
障
害
を
持
つ
お
子

さ
ん
の
保
護
者
は
精
神
面
、

経
済
面
で
大
き
な
負
担
を
抱

え
て
い
る
。
少
し
で
も
こ
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
は

行
政
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

両
施
設
は
昭
和
五
十
八
年
度

新
設
で
、
機
能
訓
練
等
利
用

者
が
増
え
、
徐
々
に
狭
隘
化

が
進
み
、
十
分
な
訓
練
が
受

け
ら
れ
な
い
と
の
意
見
も
あ

る
。
過
去
に
は
ひ
か
り
児
童

園
の
認
可
化
や
サ
ー
ビ
ス
充

実
の
請
願
も
あ
り
、
今
後
、

利
用
者
の
要
望
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
早
期
の
整
備
に
向

け
検
討
を
進
め
た
い
。

　
経
費
削
減
と
環
境
対
策

　
市
立
診
療
所

　
あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り

質問 質問 質問

問答

14

　
障
害
の
特
性
に
関
す
る
正

し
い
理
解
や
障
害
者
権
利
条

約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
合
理

的
配
慮
で
、
障
害
者
の
就
労

が
大
き
く
前
進
す
る
と
思
う

が
、
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
副
市
長
　
障
害
者
の
就
労

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
は
、

障
害
者
や
障
害
の
特
性
に
関

す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ

た
り
、
障
害
者
が
仕
事
を
す

る
上
で
様
々
な
バ
リ
ア
ー
が

あ
っ
た
り
す
る
。
障
害
者
や

障
害
の
特
性
に
関
す
る
理
解

を
深
め
、
合
理
的
配
慮
で
バ

リ
ア
ー
を
取
り
除
け
ば
、
障

害
者
の
就
労
が
促
進
さ
れ
る

と
考
え
る
。
今
後
、
条
約
批

准
に
向
け
た
国
の
動
き
を
注

視
し
つ
つ
、
障
害
者
や
障
害

の
特
性
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
や
合
理
的
配
慮
の

理
解
を
進
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

雇
用
を
含
め
、
障
害
者
の
就

労
が
進
む
よ
う
考
え
た
い
。

　
障
害
者
の
就
労
支
援
等

質問

問答

12

　
中
学
で
の
学
校
生
活
や
学

習
の
基
礎
を
築
く
小
学
６
年

時
の
一
年
間
は
と
て
も
重
要

だ
。
よ
り
行
き
届
い
た
教
育

が
行
え
る
よ
う
少
人
数
学
級

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校

の
高
学
年
に
お
い
て
は
、
各

学
級
で
学
習
面
や
生
活
面
、

人
間
関
係
づ
く
り
に
お
い
て
、

個
別
指
導
や
配
慮
を
要
す
る

児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た

め
に
も
、
小
学
校
６
学
年
に

対
し
て
、
人
的
配
置
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
一
人
一
人
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る

よ
う
、
少
人
数
学
級
編
制
の

拡
大
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
、

効
果
的
な
少
人
数
指
導
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
川
越
市
の
平
和
施
策

　
一
貫
教
育
と
教
育
環
境

質問 質問

問答

16

　
市
長
は
選
挙
公
約
で
新
斎

場
の
建
設
を
う
た
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
建
設
に
関
す
る

市
長
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
市
長
　
各
地
区
で
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、
市

民
の
方
か
ら
新
斎
場
建
設
に

関
す
る
声
を
度
々
頂
い
て
い

る
。
進
ん
で
い
く
高
齢
化
社

会
の
中
で
、
現
状
の
火
葬
炉

だ
け
で
は
不
十
分
に
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
現
在

の
斎
場
は
老
朽
化
も
著
し
く
、

告
別
室
が
な
い
こ
と
や
、
収

骨
室
が
個
室
化
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
機
能
面
で
も
課
題

が
あ
る
。
新
斎
場
建
設
に
は
、

様
々
な
課
題
も
あ
り
、
時
間

も
か
か
る
が
、
で
き
る
限
り

速
や
か
に
建
設
す
る
考
え
で

い
る
。
ま
た
、
広
域
斎
場
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
新
斎
場
の
建
設

質問

問答

19

　
川
越
市
に
は
、
出
張
所
管

内
十
一
の
全
支
会
に
そ
れ
ぞ

れ
公
民
館
等
の
活
動
拠
点
が

あ
る
が
、
本
庁
管
内
十
一
の

各
支
会
に
も
要
望
す
れ
ば
拠

点
を
作
れ
る
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
地
域
活
動
の
推
進

や
そ
の
活
動
の
た
め
の
施
設

の
充
実
に
関
し
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
重
要
な
施
策

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
本
庁
管
内
の
各
支
会
そ

れ
ぞ
れ
に
、
新
た
に
一
箇
所

ず
つ
の
活
動
拠
点
を
整
備
す

る
と
な
る
と
、
新
築
を
す
る

場
合
に
も
借
用
す
る
場
合
に

も
、
費
用
や
場
所
の
選
定
な

ど
の
点
で
、
様
々
な
課
題
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
地
域
活
動
を
推
進
し

て
い
く
上
で
の
課
題
の
一
つ

と
認
識
し
て
、
今
後
の
研
究

課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
高
齢
社
会
の
地
域
活
動

質問

問答

啓
政
会
　 

荻
　
窪
　
一
　
郎

本
庁
管
内
に
地
域
活
動
拠
点
を 18

　
家
庭
に
お
け
る
家
具
等
の

転
倒
防
止
器
具
や
、
家
庭
用

火
災
警
報
器
等
の
設
置
に
つ

い
て
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
地
震
や
火
災
に
備

え
て
家
具
の
転
倒
防
止
措
置

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
災
害
対
策

と
し
て
大
変
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
。
現
在
、
一
定
の
高

齢
者
や
重
度
障
害
者
の
方
へ

の
購
入
支
援
は
あ
る
が
、
そ

の
他
の
方
に
は
支
援
等
は
無

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯

で
、
自
ら
家
具
等
の
転
倒
防

止
器
具
等
の
取
り
付
け
が
で

き
な
い
方
も
い
る
の
で
、
今

後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
か
検
討
し
た
い
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
保
育
園
待
機
児
童
の
対
応

　
生
活
保
護
世
帯
へ
の
対
応

　
防
災
対
策

質問 質問 質問 質問

問答

啓
政
会
　 

松
　
井
　
釜
太
郎

新
斎
場
建
設
の
市
長
の
考
え
方

21

　
高
階
ま
ち
づ
く
り
の
事
業

推
進
の
中
で
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
新
河
岸
駅
周
辺
の
整

備
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
進

め
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
都
市
計
画
部
長
　
安
全
な

通
勤
通
学
路
や
市
内
循
環
バ

ス
の
駅
前
ア
ク
セ
ス
を
確
保

し
て
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ

る
為
、
二
十
七
年
度
を
目
標

に
東
西
の
駅
前
通
り
や
寺
尾

大
仙
波
線
の
県
道
今
福
木
野

目
線
ま
で
の
三
百
ｍ
区
間
等
、

地
区
の
骨
格
と
な
る
道
路
の

整
備
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

駅
の
東
西
に
は
各
三
千
m2
程

の
駅
前
広
場
整
備
を
考
え
て

い
る
。
東
西
駅
前
広
場
を
結

ぶ
自
由
通
路
は
、
整
備
に
向

け
て
東
武
鉄
道
と
協
議
中
で

あ
る
。
今
後
は
関
係
地
権
者

等
と
対
話
を
重
ね
、
協
働
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
職
員
の
人
材
育
成
・
活
用

　
電
子
自
治
体
の
推
進

　
高
階
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

質問 質問 質問

問答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

新
河
岸
駅
周
辺
の
整
備

23

　
長
期
任
期
や
兼
職
を
防
ぐ

た
め
に
も
審
議
会
等
の
デ
ー

タ
管
理
を
一
元
化
し
、
兼
職

で
き
る
審
議
会
等
の
数
や
任

期
に
も
制
限
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
で
き
る
だ
け
多
く

の
階
層
、
広
い
分
野
か
ら
委

員
を
選
出
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
、
公
募
枠
の
設

定
や
市
内
連
携
大
学
へ
の
推

薦
依
頼
等
、
選
任
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
が
、
事
業
分

野
に
よ
っ
て
は
特
定
団
体
へ

の
推
薦
依
頼
や
特
定
個
人
へ

の
就
任
依
頼
等
の
偏
り
が
出

て
し
ま
い
が
ち
な
の
も
事
実

で
あ
る
。
今
後
は
一
人
の
委

員
の
複
数
委
員
就
任
や
就
任

し
続
け
ら
れ
る
期
数
の
チ
ェ

ッ
ク
が
可
能
と
な
る
管
理
デ

ー
タ
を
作
成
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
、
早
急
に
事
務
を
進

め
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
女
性
の
登
用

　
各
種
審
議
会

質問 質問

問答

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

24
期
、
48
年
は
長
す
ぎ
な
い
か 20

　
予
防
医
学
そ
し
て
健
康
増

進
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
が

重
症
化
し
や
す
い
肺
炎
を
予

防
す
る
た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に
対
す

る
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
※
市
長
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
の
目
的
と

背
景
は
高
齢
化
率
が
高
く
、

高
齢
者
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡

が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者

の
肺
炎
を
予
防
し
医
療
費
の

削
減
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

全
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

国
の
情
報
等
や
既
に
助
成
を

し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
医

療
費
抑
制
の
効
果
等
を
見
極

め
、
公
費
助
成
の
財
政
面
の

課
題
等
に
つ
い
て
更
に
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
予
防

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

質問 質問

問答

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
対
策

22

得
　 

橋
　
　
　
剛

小
６
へ
の
少
人
数
学
級
の
実
施

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

牛
　
窪
　
多
喜
男

障
害
者
就
労
支
援
、
雇
用
安
定

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
活
用

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

明
る
く
安
全
な
新
し
い
児
童
園

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

学
校
教
育
の
中
で
の
平
和
学
習

公
明
党
　 

清
　
水
　
京
　
子

各
家
庭
に
防
災
器
具
の
支
援
を


